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　今年も夏がやってきました。幼稚園では夕涼み会などが行われ、さまざまな催しを楽しむ子どもた
ちの元気な声が響きました。（２ページ）また、たなぐら夏祭りでは、新町から古町までの大通りに
多くの露店が並び、ライブパフォーマンスなどを楽しむ多くの人々でにぎわいました。（３ページ）
　今月号では、そんな夏のひとときの中で見つけた、たなぐらの風景をお届けします。



たなぐらに夏が来た。
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９９月月1010日は日は「下水道の日」「下水道の日」ですです
ぜ９月10日なの？な
　下水道には、家庭からの「汚水」（トイレ、キッチン、お風呂
等からの排水）を流す役割のほか、「雨水」を流し、街が水浸し
にならないようにする役割があります。例年雨が多く降るのは８
月から10月の台風シーズンであり、中でも立春から数えて220日
目にあたる９月10日は、昔は大きな台風が来る日とされていまし
た。この日が下水道の雨水を流すという役割と馴染みがあるとい
う理由で、９月10日が「下水道の日」と定められました。
※棚倉町では、家庭から出る「汚水」のみを処理しています。

倉町の下水道事業は、下記の地区で実施されています。棚
公共下水道事業：「棚倉地区、流地区」の一部
農業集落排水事業：「逆川地区、上台地区、福井地区、天王内地区、金沢内地区」の一部

水道の役割下
・トイレの水洗化と生活排水の処理　　　・トイレ排水などの汚水から衛生環境を守る　
・川や海の自然環境を守る　　　　　　　・きれいな水を循環できる

水道の仕組みと水の循環下
　家庭から出た汚水は、下水道管を通り「下水処理施設」へ送られ、きれいな水にするための処
理が行われます。
　公共下水道事業の下水処理施設は「棚倉町浄化センター（流地区）」、農業集落排水事業の下
水処理施設は「逆川地区農業集落排水処理場」にそれぞれ送られ、汚水の処理をしています。
　きれいになった水は、川などへ放流され、巡り巡って私たちが使用する水となります。

棚倉町浄化センター 逆川地区農業集落排水処理場
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水道接続のお願い下

水道を利用する際のポイント下

「マンホールカード」を知っていますか？「マンホールカード」を知っていますか？

水設備工事は町の「指定業者」へ排

　下水道が整備された地区で、くみ取り式トイレや旧式の浄化槽をそのまま使い続けると、水質
の保全や生活環境を改善することが難しくなります。
　美しい自然環境と快適な暮らしを次世代につなぐため、まだ下水道に接続していない方は、早
期の接続をお願いします。

　下水道の使い方を誤ると、排水管の詰まりや故障、水質汚染の原因になることがあります。
　利用者が安心して利用できるよう、正しい使い方を改めて確認しましょう。

　マンホールカードは、世界に誇れる日本のマンホール蓋の
情報を皆さんに楽しく伝えると同時に、下水道への関心や理
解を深めてもらうために作られました。
　カードは全国各地にあり、それぞれの位置座標やデザイン
の由来を知ることができます。
　ぜひ棚倉町のマンホールカードを入手してみてください。

≪配布場所・時間≫　
【場　所】平日：上下水道課　休日：日直窓口（地下１階）
【時　間】午前８時30分～午後５時15分

　棚倉町では、排水設備の設置やトイレの水洗化改造工事を適正な価格と安
心な施工で行うことができるよう「棚倉町下水道排水設備工事指定業者」を
定めています。
　詳しくは、町のホームページをご確認ください。

❶
指定業者に
連絡・相談

①台所に残飯や
　油類などを流さない

②水洗トイレに
　トイレットペーパー
　以外を流さない

③ガソリンなどの
　危険物を流さない

❷
業者との打合
せ・見積もり

❺
工事完了後に
町による検査

❹
工事に着手

❸
業者から町へ排水
設備工事の申請

町ホームページ
指定業者一覧　▶

町ホームページ
マンホールカード▶

■お問い合わせ　上下水道課　下水道係　☎33-2119

≪接続工事の流れ≫

▶ ▶ ▶ ▶

広報広報
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　９月５日㈯から、県内59チームが出場し、県営あづま球場（福島市）、ヨーク開成山スタジアム
（郡山市）、楽天イーグルスみちのく鹿島球場（南相馬市）、エフコム大泉球場（伊達市）、小野あ
ぶくま球場（小野町）、あいづ球場（会津若松市）を会場に開幕します。
　棚倉町チームは９月６日㈰、県営あづま球場での第２試合（午前10時30分～）で、国見町チームと
対戦します。皆さまの応援、よろしくお願いします。

回第20 市町村対抗福島県軟式野球大会 開幕！市町村対抗福島県軟式野球大会 開幕！

　棚倉町チーム メンバー紹介 大　　　会　　　日　　　程※ふるさと選手：
　棚倉中学校出身の町外在住者

氏　　名 背番号 位置（ポジション） 所属チーム
鈴木　　靖 ３０ 監　督
藤田　　嵩 ５ コーチ兼内野手 酒友会
金澤　政美 ２１ コーチ兼内野手 塙クラブ
坂本　　健 １０ 主　将 棚倉クラブ
河合　佑斗 １ 投　手 PADRES BASEBALL
根本光一郎 ６ 投　手 ブレーブス
小室　朱生 １１ 投　手 棚倉クラブ
稲村　海斗※ １２ 投　手
三瓶寿輝斗 １３ 投　手 ウィンズジャパン
緑川　　禮 １４ 投　手 白河信用金庫
石貝　　凌 １６ 投　手 棚倉クラブ
穗積　伶真 １８ 投　手 日本精工
佐川　芳徳※ ２６ 投　手 白河モーニング
服部　俊哉 ４ 捕　手 ブルーシャーク
小野寺愛彦 ２２ 捕　手 棚倉クラブ
尾又　琉貴 ３３ 捕　手 ブルーシャーク
岩本　侑真 ７ 内野手 棚倉クラブ
芳賀　大成※ ２４ 内野手 鈴木建業BBC
藤田　春樹※ ５０ 内野手 ブレーブス
佐藤　　旦※ ５５ 内野手 東京ユニコーン
河内　　蓮※ ８８ 内野手 白河モーニング
氷見　琉輝 ９２ 内野手 棚倉クラブ
鈴木　　翔 ２ 外野手 ドリームス
近藤　宏樹 ３ 外野手 スペリオール
陣野　大輝 ８ 外野手 棚倉クラブ
小室　歩夢 ９ 外野手 棚倉クラブ
宍戸　優介 ２５ 外野手 白河広域消防
西牧　　駿※ ４４ 外野手 日本精工

南
会
津
町

石
川
町

新
地
町

棚
倉
町

国
見
町

大
玉
村

川
内
村

優　勝試合日程の見方
　上段：試合日
　中段：会場
　下段：開始時刻

９月６日
県営

あづま球場
8:30

９月６日
県営

あづま球場
10:30

９月12日
あいづ球場
8:30

９月12日
あいづ球場
10:30

９月13日
あいづ球場
8:30

９月26日
あいづ球場
8:30

10月４日
県営あづま球場

10:30

10月４日
県営あづま球場

12:30

９月６日
県営

あづま球場
12:30

がんばれ！棚倉町チーム !!

昨年の試合より 昨年の試合より



　県では、令和８年産米の放射性
物質検査を、昨年に引き続き、「モ
ニタリング検査」で実施します。

※検査方法…棚倉町内から検体１点を抽出し、放射性セシウム濃度を測定します。

〇詳しくは、県のホームページをご確認ください。

▲県ホームページ

■お問い合わせ　
　福 島 県 水 田 畑 作 課	 ☎０２４－５２１－７３６０
　県南農林事務所　農業振興普及部	 ☎０２４８－２３－１５６８
　棚倉町役場　産業振興課　農業振興係	 ☎３３－２１１３

福島県　令和８年産米　モニタリング検査 検索

■検査結果が出るまでは、令和８年産米（主食用・飼料用）の出荷・販売（無
償譲渡を含む）の自粛をお願いします。

■検査終了前であっても、米を集荷事業者の倉庫等へ移動することはでき
ます。

■検査の結果、問題がなければ町内全域で自粛が解除されます。
　検査結果の公表については、県・町のホームページやＳＮＳ、防災行政
用無線にてお知らせします。

米の安全確保のため、農家の皆さまには引き続き、収穫・乾燥・調製時の異物混入
による二次的な汚染防止などの取り組みにご協力をお願いします。

米を生産する農家の皆さまは、以下の点にご注意ください。

米のモニタリング検査に伴う出荷・販売の自粛について

広報広報
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　任期満了に伴い新しい農業委員と農地利用最適化推進委員が選任されました。
　（任期：令和８年７月 20日～令和 11年７月 19日）
　また、新体制での農業委員会総会が開催され、会長に藤田監次さん、職務代理者に根本秀男さんが
選出されました。

農業委員

農業委員・農地利用最適化推進委員農業委員・農地利用最適化推進委員をを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介紹介しますします（敬称略・議席順）（敬称略・議席順）

会　　長

藤　田　監　次

職務代理者

根　本　秀　男

緑　川　清　司 我　妻　　　毅 須　藤　芳　浩

沼　田　勇　一 古　市　一　雄 寺　島　久　一 江　田　恵　子 藤　田　　　靖

白　石　幹　夫 金　沢　　　誠 鈴　木　　　仁 近　藤　　　孝 髙　橋　幸　喜



農業委員会
の業務

農地利用最適化
推進委員の業務

　農業委員会は、農業者の公的な代表機関として地域農業の振興を図り、農業者・
集落の意向を行政・政策へ十分反映させる活動を行います。
　また、法令等に基づき農地の権利移動についての許可や、農地転用の審査など
の農地行政を担う行政機関です。

　農地利用最適化推進委員は農業委員会に属し、担当する地区の農地パトロール
や農地転用許可申請等の現地調査をするなど、主に現場活動を担当します。

農地利用最適化推進委員

鈴　木　廣　紀
（棚倉地区）

吉　田　晴　一
（棚倉地区）

塩　田　喜　一
（社川地区）

小山田　勝　喜
（社川地区）

藤　田　三　朗
（社川地区）

緑　川　三代志
（高野地区）

近　藤　　　一
（高野地区）

芳　賀　　　力
（近津地区）

藤　田　甲子雄
（近津地区）

稲　垣　勝　利
（近津地区）

広報広報
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乾　　　清　美
（近津地区）

髙　橋　　　正
（近津地区）

陣　野　泰　博
（近津地区）

鈴　木　則　男
（山岡地区）



　　　　犬の適正飼養について
▶生後91日以上の犬には、町への登録と、年１回の狂犬病予防注射を受けさせましょう。また、鑑札と注射

済票は、犬の首輪に必ず付けましょう。
▶リードや首輪の点検を定期的に行い、少なくとも１年おきには交換しましょう。万が一のために迷子札（※）

も付けましょう。
▶つないであった犬が逃げ出す事例が発生しています。犬が逃げな

いよう、首輪は指２本程度の隙間を目安にしっかり締めてつなぎ
ましょう。

▶犬の散歩の際は、必ずリードを付け、フンは持ち帰りましょう。
▶日常のトラブルを防ぐため、正しいしつけをしましょう。

　　　　猫の適正飼養について
▶交通事故、病気、迷子、近隣へのフン尿被害を防ぐため、また、災害時に同行避難ができる

ように室内で飼いましょう。
▶野良猫に餌を与えている方は、その猫の管理者（飼育者）となりますので、注意しましょう。
▶野良猫の管理者も、責任をもってフン尿の後始末を行い、周りに迷惑をかけないようにしま

しょう。
▶野良猫の対応について、詳しくは町のホームページをご確認ください。

　　　　飼い主の皆さんへ
▶所有者（管理者）の義務として飼い犬・飼い猫の不妊去勢手術を受けさせましょう。
▶災害に備え、ペット用の避難用品（キャリーバッグ、フード、水、トイレ用品など）を日頃から準備してお

きましょう。
▶飼い犬・飼い猫が逃げてしまったら、動物愛護センター、町役場、または警察署へすぐに連絡しましょう。
▶マイクロチップを装着するよう心がけましょう。また、マイクロチップを装着したら、かならず飼い主情報

の登録を行ってください。

　　　　保護犬や保護猫の飼い主さんを募集しています
　保護された犬や猫を愛情と責任をもって飼養できる方へ譲渡しています。譲渡を希望される方は、動物愛護
センターまでご連絡ください。

　　　　動物の遺棄・虐待は犯罪です
　愛護動物を虐待・遺棄することは犯罪です。違反すると下記のとおり懲役や罰金に処せられます。
　▶愛護動物をみだりに殺したり傷つけた場合 → ５年以下の懲役または500万円以下の罰金
　▶愛護動物を遺棄、またはみだりに外傷を負わせたり適切な世話を怠った場合
　　→１年以下の懲役または100万円以下の罰金

9月20日～26日は動物愛護週間です
動物は大切な家族の一員です。最期まで愛情と責任をもって飼育しましょう。

■お問い合わせ
　住 民 課 　 生 活 環 境 係　☎３３-２１１６
　福 島 県 動 物 愛 護 セ ン タ ー　☎０２４-９５３-６４００

（※）迷子札
愛犬・愛猫の名前や飼い主の名前、住所
などが書かれた名札のこと。愛犬・愛猫
が脱走した際や災害時に愛犬・愛猫とは
ぐれてしまった時などに、迷子札をつけ
ていれば、保護した方が飼い主に連絡す
ることができます。

▲町ホームページ
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　近年、全国各地で線状降水帯の発生による豪雨や大地震などによる災害が発生しています。災害は、
いつ起こるか分かりません。被害を軽減するためには、普段からの備えが大切です。町では、地域の
皆さんが一緒に活動できる自主防災組織が必要であると考え、組織の結成や育成に向けた支援を行っ
ています。

■自主防災組織とは
　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という連
帯意識に基づき、住民が主体となり自主的に結成し、防災活動を行
う組織で、町補助金交付要綱においては、次に掲げる要件を備えた
組織をいいます。

　①行政区や自治会等を単位とした住民により、自主的に結成された
　　ものであること。
　②自主防災組織結成届により町長に届出をしていること。
　③年1回以上防災訓練等を実施していること。

■自主防災組織の活動
自主防災組織の活動は、平常時の活動と災害時の活動に分けられます。
○平常時の活動
　緊急時の連絡網の作成、防災知識の普及活動、予防的な活動等
○災害時の活動
初期の消火活動、避難誘導、被害状況の収集・把握、被災者の救出救護、応急手当、給食・給水
の実施、災害発生時の被害を軽減させる活動等

■自主防災組織への助成
　町では自主防災組織が行う防災活動事業に対して補助金を交付しています。

■お問い合わせ　住民課　防災安全係　☎33-2116

■自主防災組織の結成状況（22団体）
１ 区 自 主 防 災 会 行政二区自主防災会 棚倉町第三行政区町内会自主防災会 ５区こんこん自主防災会
６区15区自主防災会 ７ 区 自 主 防 災 会 八 区 自 主 防 災 会 12 区 自 主 防 災 会
第14行政区自治会自主防災会 逆 川 区 自 主 防 災 会 堤 自 主 防 災 会 強 梨 区 自 主 防 災 会
寺 山 自 主 防 災 会 中山本上自主防災会 中山本中自主防災会 中山本下自主防災会
下 手 沢 自 主 防 災 会 祖 父 岡 自 主 防 災 会 上 流 自 主 防 災 会 下 流 自 主 防 災 会
山 田 自 主 防 災 会 岡 田 自 主 防 災 会

11

自主防災組織を作りましょう

結 成 時 １万円から５万円（世帯数による）

訓 練 等 の 防 災 事 業 ５千円から３万円/１回（参加人数による）

防 災 資 機 材
（消火用具、救助工具、救援用具、備蓄食糧等） 経費の３分の２以内（年上限10万円）

防 災 倉 庫 の 購 入 経費の３分の２以内（上限10万円）



　
納
期
限
は
９
月
30
日
㈬
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
３
期

〇
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
３
期

〇
介
護
保
険
料
…
…
…
…
…
…
２
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
２
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
９
月
例
月
分

　
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、

ま
た
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
（
上

下
水
道
料
金
以
外
）
を
利
用
し
た
納

付
も
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33
─
２
１
１
８

・
上
下
水
道
課　
上
水
道
係

　
☎
33
─
２
１
１
９

　
民
生
委
員

〇
開
催
日　
９
月
14
日
㈪

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
９
月
17
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33
─
２
６
２
３

お
知
ら
せ

　
ト
ー
ク
の
日

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
９
月
18

日
㈮
で
す
。

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
・
政
策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽

に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
出
張
ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自

治
会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン

ト
に
町
長
が
伺
い
ま
す
。

※
ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、

建
設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
企
画
観
光
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33
─
２
１
１
２

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

今
月
の
納
税
・
納
入

９
月
の
心
配
ご
と
相
談

 

検索はこちらから

町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

「
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
」

検索はこちらから
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楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
代

謝
ア
ッ
プ
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

〇
実
施
期
間

10
月
か
ら
令
和
９
年
2
月
ま
で
の

全
16
回

〇
対
象
者

令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で
19
歳

か
ら
64
歳
の
町
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
方

〇
定　
員　
30
名

〇
講　
師　
鈴
木　
光
代　
氏

（
ア
メ
リ
カ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会

マ
ス
タ
ー
教
育
ト
レ
ー
ナ
ー
デ
ュ

ー
ク
更
家
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ラ
ピ

ス
ト
）

〇
申
込
方
法

ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
電
話

〇
申
込
期
限　
10
月
16
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事

や
活
動
量
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日　
　
時

　
10
月
８
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
会　
　
場

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
研
修
室

〇
定　
　
員　
80
名

〇
講　
　
師　
株
式
会
社
タ
ニ
タ

　
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク　
管
理
栄
養
士

〇
テ
ー
マ　
「
今
日
か
ら
変
わ
る

　
減
塩
・
野
菜
た
っ
ぷ
り
生
活
」

〇
申
込
方
法　

ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
電
話

〇
申
込
期
限　
10
月
２
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
健
康
福
祉
課

　
健
康
づ
く
り
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

　
健
診
結
果
が
「
要
精
検
（
要
精
密

検
査
）
」
と
な
っ
た
方
は
、
必
ず
精

密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
医
療

機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
健
診
結
果
、

健
康
保
険
証
、
要
精
検
報
告
用
ハ
ガ

キ
（
健
診
結
果
の
封
筒
に
同
封
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

健
幸
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
健
幸
運
動
講
座
を

開
催
し
ま
す

今
年
度
の
住
民
定
期
健
康
診
査
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
へ

▲スマート申請
システム

▲スマート申請
システム
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インフォメーション

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

〇
日　
時

　
９
月
19
日
㈯　
午
前
10
時
開
会

※
午
前
９
時
開
場

〇
会　
場　
新
富
家

〇
内　
容

　
式
典
お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
（
東　
汐
璃　
歌
謡
シ
ョ
ー
等
）

〇
対
象
者

　
令
和
８
年
９
月
15
日
時
点
で
75
歳

　
以
上
の
方

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
通
知
を
送
付

　
し
ま
す
。

〇
そ
の
他　

・
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
80
歳
以
上
の
方
へ
の
敬
老
祝
金
は
、

９
月
18
日
㈮
に
口
座
振
込
に
て
贈

呈
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　「共生社会の実現を推進するための認知症基本法が施行されたことにより、令和６年から毎年
９月が「認知症月間」、９月21日が「認知症の日」と定められました。認知症になってからも、
一人ひとりが個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間などとつなが
りながら、自分らしく暮らし続けることができるよう地域の皆さんが認知症を理解し、支援して
いくことが大切です。
　「家族が認知症かも」「どう接すればいいの？」「話を聞いてほしい」など心配なことがあれ
ば、まずは専門機関に相談しましょう。

▲昨年度の様子

■お問い合わせ
　・県認知症コールセンター　【認知症ほっと電話相談】　
　　☎０２４―５２２―１１２２（受付時間　午前10時～午後４時）
　・県若年性認知症相談窓口　公益財団法人星総合病院　☎０２４―５７２―４６１１
　・町地域包括支援センター　☎３３―７８１１　・健康福祉課　高齢者係　☎３３―７８０１

特定健診・がん検診の
追加健（検）診を行います
　検 診 日　　11月28日㈯
　受 付 時 間　　午前８時～11時
　会　　　　場　　保健福祉センター
　予約受付期間　　９月７日㈪～10月30日㈮
　予 約 方 法
　①棚倉町けんしん予約サイト（インターネット予約）で予約する。（24時間受付）
　　※９月７日㈪は、午前８時30分からの受け付けになります。
　②電話（☎３３－７８０１）、または保健福祉センター窓口で予約する。（午前８時30分～午後５時受付）
　　※予約方法や検査項目の詳細につきましては、町のホームページをご覧ください。
　　※予約されていない方は受診できませんので、ご注意ください。

▲けんしん予約
サイト

▲町ホームページ

９月21日は『認知症の日』です
（世界アルツハイマーデー）



インフォメーション

　
お
出
か
け
や
お
買
い
物
の
つ
い
で
に
、

気
軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
10
月
７
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

〇
会　
場　
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
棚
倉
店

〇
内　
容　
血
管
年
齢
測
定
、
野
菜
ベ

　
ジ
チ
ェ
ッ
ク
、
咀
し
ゃ
く
チ
ェ
ッ
ク
、

　
血
圧
測
定
、
歯
科
相
談
、
健
康
相
談
、

　
介
護
・
認
知
症
相
談

〇
参
加
費　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

統
一
標
語

　
１
に
運
動　
２
に
食
事

　
し
っ
か
り
禁
煙　
良
い
睡
眠

　
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

ま
ち
な
か
健
康
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
結
核
は
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
感
染
症

で
、
自
分
が
結
核
だ
と
気
付
か
ず
に
周

り
の
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

り
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
結
核

に
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
65
歳
以
上
の
方
は
、
結
核
の
健
康
診

断
の
受
診
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
に
定
期
通
院
中
の
方
も
、
年

に
１
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
結
核
の
サ
イ
ン

・
長
引
く
咳
（
２
週
間
以
上
）

・
タ
ン
が
出
る

・
長
引
く
体
の
だ
る
さ

・
長
引
く
微
熱

・
胸
の
痛
み

・
急
に
体
重
が
減
る

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
係

　
☎
33
─
７
８
０
１

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除・
猶
予
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
の「
老
齢
基
礎
年
金
」や
、

万
が
一
の
と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」、

「
遺
族
基
礎
年
金
」
の
受
け
取
り
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
健
康
福
祉
課　
医
療
年
金
係

　
☎
33
─
２
１
１
７

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
─
05
─
１
１
６
５

・
白
河
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
４
８
─
27
─
４
１
６
１（
代
表
）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
20
日
現

在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
10
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
調

査
員
が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

９
月
24
日
～
９
月
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
制
度
・
猶
予
制
度

社
会
生
活
基
本
調
査
に
つ
い
て
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悩
み
や
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
も
の
で
す
。
「
眠
れ
な
い
」
「
気

分
が
落
ち
込
む
」
「
食
欲
が
な
い
」
な

ど
の
状
態
が
続
く
と
き
は
、
早
め
に
家

族
や
友
人
、
専
門
の
相
談
機
関
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
身
近
な
人
の
様
子
が
い
つ
も

と
違
う
と
感
じ
た
ら
、
声
を
か
け
て
話

を
聴
く
こ
と
が
支
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
福
島
い
の
ち
の
電
話

　
☎
０
２
４
─
５
３
６
─
４
３
４
３

　
午
前
10
時
～
午
後
10
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
☎
０
１
２
０
─
０
６
４
─
５
５
６

　
※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
可

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

▲こころの健康相談
ホームページ

▲福島いのちの電話
ホームページ

▲総務省統計局
ホームページ

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す



　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り

有
効
期
限
が
８
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
製

造
さ
れ
た
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
町
委

託
水
道
業
者
が
取
替
作
業
の
た
め
対
象

の
住
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
取
替
作
業
に
伴
う
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
替
作
業

に
関
す
る
個
人
宛
て
の
通
知
等
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〇
作
業
期
間

　
９
月
１
日
㈫
～
10
月
15
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
係

　
☎
33
─
２
１
１
９

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
作
業
を
行
い
ま
す

野
生
き
の
こ
の
摂
取
・
出
荷
の
制
限
に
つ
い
て

インフォメーション

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

堀
川
ダ
ム
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　
電
気
さ
く
は
、
電
気
刺
激
に
よ
っ
て
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
が
田
畑
へ

侵
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
設
置
さ

れ
る
「
さ
く
」
の
こ
と
で
す
。
む
や
み

に
電
気
さ
く
に
近
づ
い
て
、
電
線
に
触

れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
気
さ
く
を
設
置
し
て
い
る

方
は
、
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
人
が
見
や
す
い
位
置
、
間
隔
、

文
字
で
危
険
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
表
示

し
て
く
だ
さ
い
。
正
し
い
設
置
方
法
等

は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課

　
農
業
振
興
係

　
☎
33
─
２
１
１
３

　
農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以
外

の
用
途
（
住
宅
、
工
場
、
駐
車
場
等
）
に

利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　
工
事
に
伴
う
資
材
置
場
や
現
場
事
務
所

等
と
し
て
、
「
一
時
的
に
利
用
」
す
る
場

合
も
、
許
可
が
必
要
で
す
。

　
農
地
の
転
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、

事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
無
断
で
転
用
行
為
を
す
る
こ
と
は
農
地

法
違
反
で
す
。
違
反
し
た
場
合
、
原
状
回

復
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
☎
33
─
７
８
８
３

　
現
在
、
町
内
で
採
取
さ
れ
た
野
生
き
の

こ
は
、
出
荷
だ
け
で
な
く
、
摂
取
す
る
こ

と
も
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
野
生
き
の
こ
の
う
ち
、
ま
つ
た

け
、
な
め
こ
、
な
ら
た
け
、
む
き
た
け
、

く
り
た
け
、
ま
い
た
け
に
つ
い
て
は
、
所

定
の
検
査
を
受
け
、
基
準
値
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
み
、
出

荷
管
理
に
基
づ
き
摂
取
お
よ
び
出
荷
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
南
農
林
事
務
所

　
森
林
林
業
部 

林
業
課

　
☎
33
─
２
１
２
３

・
産
業
振
興
課　
農
林
整
備
係

　
☎
33
─
２
１
１
３

　
堀
川
ダ
ム
の
自
然
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
堀
川
ダ
ム
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。ダ
ム
施
設
見
学
、ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ウ

試
乗
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
家
族
や
友
達
み
ん
な
で
思

い
出
作
り
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
10
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
堀
川
ダ
ム（
西
郷
村
真
船
）

〇
内　
容　
ダ
ム
堤
体
内
の
ト
ン
ネ
ル
・

　
　
　
　
　
ダ
ム
操
作
室
の
見
学
な
ど

〇
参
加
料　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
南
建
設
事
務
所　
管
理
課

　
☎
０
２
４
８
─
23
─
１
６
３
３

電
気
さ
く
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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インフォメーション

　
秋
は
暗
く
な
る
の
が
早
ま
る
季
節
で

す
。
夜
道
を
安
全
に
通
行
す
る
た
め
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、

周
囲
の
状
況
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
実
践
し
ま
し
ょ
う

・
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
反
射
材
を
着
用
し
、
車
の
運
転

手
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

・
夜
道
を
運
転
す
る
と
き
は
、
歩
行
者

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
張

感
を
も
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
防
災
安
全
係

　
☎
33
─
２
１
１
６

そ
れ
い
い
ね 

夜
道
に
き
ら
り 

反
射
材

９
月
21
日
～
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

〇
申
込
受
付
期
間

　
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　
10
月
15
日
㈭
ま
で

　
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

・
医
学
科　
10
月
８
日
㈭
ま
で

・
看
護
学
科　
10
月
２
日
㈮
ま
で

　
自
衛
隊
奨
学
生

　
10
月
９
日
㈮
ま
で

　
技　

術　

曹

　
10
月
９
日
㈮
ま
で

　
任
期
付
自
衛
官

　
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８
─
24
─
０
３
７
２

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▲自衛官募集
ホームページ

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

７月の棚倉町の
交通事故
発生状況

発
生
件
数

2
件

死
者
数

0
人

傷
者
数

2
人

物
件
事
故

24
件

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33
─
０
１
１
０

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
薄
暮
時
や

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
薄
暮
時
や

夜
間
に
歩
行
者
が
交
通
事
故
に
遭
う

夜
間
に
歩
行
者
が
交
通
事
故
に
遭
う

お
そ
れ
が
高
ま
り
ま
す
。

お
そ
れ
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
速
度

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
速
度

を
控
え
め
に
し
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点

を
控
え
め
に
し
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
、
状
況
に
応
じ
た
ラ
イ
ト
の
こ

灯
と
、
状
況
に
応
じ
た
ラ
イ
ト
の
こ

ま
め
な
上
下
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
め
な
上
下
切
り
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
。

　
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
夜
光
反
射

　
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
夜
光
反
射

材
を
着
用
し
、
横
断
歩
道
を
利
用
す

材
を
着
用
し
、
横
断
歩
道
を
利
用
す

る
な
ど
正
し
い
横
断
を
心
が
け
、
交

る
な
ど
正
し
い
横
断
を
心
が
け
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
21
日
か
ら
酒
酔
い
運
転
の
要
件

に
数
値
基
準
が
新
設
さ
れ
、従
来
の「
ア

ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転

が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
」

に
加
え
、
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

０
・
５
㎎
／
ℓ
以
上
の
場
合
も
酒
酔
い

運
転
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
酒
気
帯
び
運
転
の
基

準
で
あ
る
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

０
・
１
５
ｍｇ
／
ℓ
以
上
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ

な
が
る
悪
質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。
飲

酒
運
転
を
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許

さ
な
い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33
─
０
１
１
０

酒
酔
い
運
転
の
数
値
基
準
が
新
設

さ
れ
ま
し
た

広報広報
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窓
口
に
お
け
る
受
付
時
間
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
㈭
か
ら
、
総
合
窓
口
の
受

付
時
間
が
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
来
署
が
必
要
な
場
合
は
、
で
き
る
限

り
受
付
時
間
内
に
お
越
し
い
た
だ
く
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

  

様
式
の
改
訂
に
つ
い
て

　
９
月
24
日
㈭
に
実
施
す
る
国
税
シ
ス

テ
ム
の
更
改
に
伴
い
、
税
務
署
へ
提
出

す
る
紙
の
申
告
書
や
届
出
書
な
ど
の
各

種
様
式
が
新
様
式
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
移
行
作
業
に
伴
い
、

左
記
の
期
間
は
、
ｅ
─

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利

用
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
作
業
期
間　

・
９
月
19
日
㈯　
午
前
０
時
～

　
　
　
24
日
㈭
午
前
８
時
30
分
ま
で

・
９
月
26
日
㈯　
終
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
税
務
署

　
☎
０
２
４
８
─
22
─
７
１
１
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲国税庁
ホームページ

　
「
は
ぴ
福
な
び
」
は
、
福
島
県
が
導

入
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
婚
活
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
と
メ
ー
ル
が
利
用
で
き
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
９
月
19
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
︵
受
付
は
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
ま
で
︶

〇
場　
所　
町
立
図
書
館　
第
２
会
議
室

〇
登
録
料　
１
万
円
︵
２
年
間
有
効
︶

※
39
歳
以
下
の
方
は
、
登
録
料
無
料
で

す
。

〇
持
参
物　
写
真
付
き
の
身
分
証

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て

　
応
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４
３
─
24
─
９
６
６
３

「
は
ぴ
福
な
び
」
出
張
登
録
会
に
つ
い
て

▲はぴ福なび
ホームページ
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○
募
集
住
宅

　
西

中

居

団

地

　
３
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
３
年
建
築　
中
層
耐
火
３
階
建
）

　

棚
倉
字
西
中
居
22
番
地
３

　
愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
）

　
２
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

○
申
込
期
限

　
９
月
11
日
㈮

　
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

○
入
居
の
時
期

　
10
月
１
日
㈭

○
そ
の
他

・
駐
車
場
各
１
台
分
有
り
ま
す
。

　
（
料
金
は
別
途
）

・
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係

　
☎
33
─
２
１
１
４

　
広
報
た
な
ぐ
ら
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
広
く
情
報
を
発
信
で
き
る
広
告
媒
体

と
し
て
、
企
業
や
店
舗
、
各
種
事
業
の

Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
掲
載
基
準
や
料
金
、
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
観
光
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33
─
２
１
１
２

　
10
月
31
日
㈯
、
棚
倉
城
跡
の
茶
室
前

に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
そ
こ
で
出
品
す
る
バ
ザ
ー
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
受
付
期
間　
10
月
16
日
㈮
ま
で

〇
注
意
事
項

・
受
付
物
は
、
新
品
（
未
使
用
）
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

・
食
べ
物
、
飲
み
物
は
お
預
か
り
で
き

ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33
─
２
６
２
３

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

バ
ザ
ー
品
を
募
集
し
ま
す

募
　
　
　
集

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
57
─
５
３
１
０

おはなしルーム
〇
日
時

　
10
月
２
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容

　
～
秋
の
虫
の
お
は
な
し
～

　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
10
月
20
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容　

　
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う

　
（
工
作
）

〇
そ
の
他

　
10
月
27
日
㈫

　
プ
チ
す
く
す
く
（
保
健
師
相
談
）

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

10
月

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　 

　
　
　
教
室
案
内

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室  

（
場
所：棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

９
月
９
日
㈬　
午
後
７
時
～

 

健
康
吹
矢
教
室  

※

９
月
４
日
㈮・18
日
㈮　
午
前
10
時
～

 

卓
球
教
室  

※

９
月
12
日
㈯　
午
前
10
時
～

 

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

９
月
10
日
㈭　
午
後
７
時
30
分
～

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室  

※

９
月
１
日
㈫・15
日
㈫　
午
後
７
時
～

 

ゴ
ル
フ
教
室  （
場
所：花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

９
月
８
日
㈫・29
日
㈫　
午
後
６
時
～

 

ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

※

９
月
５
日
㈯　
午
前
10
時
～

 

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室  （
場
所：棚
倉
運
動
広
場
）

９
月
９
日
㈬・16
日
㈬・30
日
㈬

午
後
６
時
30
分
～　
雨
天
中
止

 

キ
ッ
ズ
教
室  

※

９
月
３
日
㈭・17
日
㈭　
午
後
６
時
30
分
～

 

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室  （
場
所：町
立
図
書
館
）

９
月
11
日
㈮・25
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
～

 

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
教
室  

※

９
月
11
日
㈮・25
日
㈮　
午
前
10
時
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

〇
会
員
以
外
の
方
が
参
加
す
る
場
合
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33
─
３
１
６
０

▲町ホームページ

▲町ホームページ

広報広報
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掲載した写真は差し上げます。
身近な情報がありましたら企画観光課までお知らせください！

企画観光課　企画調整係　☎33-2112Photos

Let’sたなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

▲菊池　奏花さん ▲長田陽菜乃さん（３列目、左から２番目）
　鈴木　理央さん（３列目、右から２番目）

▲江田　郁也さん（３列目、右から１番目）
　鈴木　悠真さん（１列目、右から２番目）
　江田　遥斗さん（２列目、左から４番目）
　大竹　航平さん（２列目、右から２番目）
　新屋　温樹さん（２列目、右から３番目）
　松本　　蒼さん（２列目、左から１番目）
　川丘　健心さん（２列目、右から１番目）

▲宗田　映登さん（１列目、右から２番目）
　鈴木　彪斗さん（１列目、右から１番目）
　田谷　柚樹さん（２列目、左から3番目）
　長田　拓馬さん（２列目、左から6番目）

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。
〇第78回全日本高等学校女子ソフトボール選手権大会
　菊

きく
池
ち
　奏

そ な
花さん（帝京安積高等学校３年）

〇全国高等学校ダンスドリル選手権大会
　長

おさ
田
だ
　陽

ひ な の
菜乃さん（学校法人石川高等学校１年）、 木

き
　理

り お
央さん（同校１年）

〇エイジェックカップ　第57回日本少年野球選手権大会
　白河ボーイズ
　宗
そう
田
だ
　映

えい
登
と
さん（棚倉中学校３年）、 木

き
　彪

あや
斗
と
さん（同校３年）、田

た や
谷　柚

ゆず
樹
き
さん（同校２年）

　長
おさ
田
だ
　拓

たく
馬
ま
さん（同校１年）

〇第55回東北中学校サッカー大会
　ＦＣ　Ｃａｒｒｅｒａ
　江

え だ
田　郁

ふみ
也
や
さん（棚倉中学校３年）、 木

き
　悠

ゆう
真
ま
さん（同校３年）、江

え だ
田　遥

はる
斗
と
さん（同校３年）、

　大
おおたけ
竹　航

こうへい
平さん（同校２年）、新

にい
屋
や
　温

あつ
樹
き
さん（同校２年）、松

まつもと
本　蒼

あおい
さん（同校２年）、

　川
かわおか
丘　健

けんしん
心さん（同校２年）

すず

すず

すず
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まちの話題

　友好都市・川越市から親子25名が棚倉町を訪
れました。
　初日は、棚倉町の参加者と一緒にキンボール
を体験したほか、山本不動尊で自然体験を行い、
スポーツや自然を通して交流を深めました。
　２日目は、ブルーベリー摘みを体験した後、
ブルーベリーを使ったジャム作りに挑戦しまし
た。
　２日間を通して、棚倉町の豊かな自然を感じ
ながら、生き生きと活動する姿が見られました。
今回の交流を通して、友好都市としての絆をさ
らに深めることができました。

　棚倉中学校の生徒15名・引率教諭１名、町活性化・
観光物産協会理事長の梅津俊哉副町長が、姉妹校カー
ディフ高校を訪問しました。生徒たちは、カーディフ高
校での授業やホストファミリーとの交流、英会話の実践、
オーストラリアの広大な自然に触れるなど、たくさんの
貴重な経験をして帰国しました。

友好都市・川越市との交流を深める

姉妹都市・オーストラリア国レイクマコーリー市での国際交流

7
2625 日

月

7 27 日月

8 4 日月

広報広報
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まちの話題

いつまでもお元気で 夢をつなぎ、志を育むキャリア教育

　満百歳を迎えた芳賀ナツさん（北町）に、町と県
から賞状と記念品が贈られました。
　芳賀さんは大正15年生まれ。長寿の秘訣は「自分
のことは自分でやること」です。また、短歌を詠む
ことを楽しみにしており、短歌の題材を考えること
が元気の源になっているそうです。
　これからもお元気でお過ごしください。

8
4 日

月

8
7 日

月

　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　８月７日㈮に開催しました「図書館ホラーナイ
ト」にご参加いただいた皆さま、ありがとうござい
ました。
　閉館後の図書館を怪しい雰囲気にライトアップし、
絵本や怪談本など５冊の朗読および読み聞かせを行
いました。当日は小さいお子さんから大人の方まで、
また棚倉町外からもお越しいただき、約30名の方
にご参加いただきました。至らない点もございまし
たが、みんなで盛り上がり、楽しくも怖い会となり
ました。ありがとうございました！
　９月を迎え、地域おこし協力隊の活動も残り４カ月となりました。長いようであっという間の
３年間でした。ご協力いただいた皆さま、本当にありがとうございました。活動の締めくくりと
して、11月３日㈫に、図書館で初めてとなるイベント「図書館まつり」を計画しております。
　詳細については、後日ポスターにてお知らせできればと考えております。皆さまに良い報告が
出来るよう、また楽しい催しをお届けできるよう準備をしておりますので、もうしばらくお待ち
ください。
　それでは皆さま、ぜひ図書館へ遊びに来てください！

地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記
清
水
　
裕
也

　町文化センターで「第11回キャリア教育シン
ポジウム」が開催され、町内の幼・小・中・修明
高校の教職員など約120人が参加しました。「夢
をつなぎ志を育み、よりよく生きようとする子ど
もの育成」をテーマに、社川小学校と棚倉中学校
が、町のキャリア教育の3つの柱である「①自己
マネジメント力の育成、②役割意識の拡張、③よ
りよい関係性の構築」を意識した実践を発表しま
した。また、意見交換では、大学教授をコーディ
ネーターに、これまでの成果や教職員の思い、今
後の方向性について活発に意見を交わしました。

広報広報

21 ８．９．１

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば





今月号では、夏祭りの取材に行ってきました。当初は雨の予報でしたが、当日は天候にも恵まれ、会場は町内外から訪れた
多くの人でにぎわっていました。笑顔で祭りを楽しむ皆さんの姿から、たなぐらの夏の活気を感じることができました。

（鈴木）

編集後記

※「おめでた｣・｢おくやみ」について、掲載を希望
されない場合は、企画観光課　企画調整係(☎33
－2112）までお申し出ください。

おめでたおめでた（７月中の届け出）

両親の名 出生児 住   所
緑川　元気・　霞 萊　生（らいき）八　槻

山田　悠太・
BOLO KIMBERLY FLORES

（ボーロ キンバリー フローレス）
悠　紘（ゆうげん）丸　内

渡 　浩輔・理　香 架　仁（か　い）中居野
二瓶　敏彰・紘　子 新　大（あらた）後　寺

おくやみ（７月中の届け出）

亡くなった方 年齢 住   所 亡くなった方 年齢 住   所

石川キヨイ 95 日向前 宮﨑　泰典 91 八 槻

和知　世喜 94 町 裏 安部　哲雄 90 中山本

佐藤ミヨ子 94 関 口 大輪ミヨ子 83 関 口

甲賀美知子 94 小山下 穗積ミツヱ 82 中山本

沼田ミツイ 93 上手沢 塩田　健二 61 花 園

人の動き 令和８年８月１日現在

人口　12,326人（－３人）　世帯数　5,095世帯（＋11世帯）　男性　6,121人（－４人）　女性　6,205人（＋１人）

米寿を迎えました

益子千代子さん
（戸　中）

昭和13年８月10日生

遠藤　　榮さん
（関　口）

昭和13年８月15日生

小宅フミヱさん
（寺　山）

昭和13年８月15日生

服部　勝征さん
（宮　下）

昭和13年８月23日生

中野西ヨシノさん
（八　槻）

昭和13年８月26日生

広報広報
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５月の健診でむし歯がなかった皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

編
集
•発
行
／
棚
倉
町
役
場
企
画
観
光
課

令
和
８
年
９
月
１
日
発
行

広
報

〒963－6192
福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地

TEL 0247－
33－

2112　
FAX 0247－

33－
3715

こ
の

広
報

紙
は

、
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▲
Ｈ
Ｐ

▲
Instagram

▲
Facebook

▲
LIN
E

●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

むむ しし 歯歯 のの なな いい 子子

ねぇねといっしょに歯
みがきがんばってます。

おやまだ　なぎ ちゃん
毎日歯みがき頑張っ
ています♥

しおた　いおり ちゃん
毎日歯みがきがん
ばっています。

しらいわ　こう くん
まいにちハミガキが
んばっています！

さかもと　じん くん
毎日はみがきがん
ばっています。

こばやし　りと くん

■ 主催 棚倉町 ■お問い合わせ 棚倉町役場 企画観光課 TEL 0247ｰ33ｰ2112

運気が 上がる 出世の城

令和8年度福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）

運気が上がる出世の地 棚倉藩の歴史

講 師

駅
倉
棚

棚倉
小学校

すき家

ルネサンス
棚倉

至浅川

セブン
イレブン

至鮫川
塙
至

至矢吹

至浅川

歯科
医院

118
棚倉
トンネル

P
P P

P

P

棚倉中学校

棚倉町役場

P

亀ヶ城
公園

キ
ヤ
ケ
大
局
便
郵食

給

棚倉城跡
「本丸エリア」

棚倉町立図書館
多目的ホール

棚倉中グラウンド
駐車場入口は

給食センター側
カーナビ入力用電話
0247ｰ33ｰ3438

会場ご案内図

令和８年度福島特定原子力施設地域振興交付金事業

講 師

遠藤 由紀子氏
昭和女子大学歴史文化学
科非常勤講師、女性文化研
究所研究員。著書にシリー
ズ藩物語『棚倉藩』。

演 題

13：30～

運気運気がが上上ががるる出出世世のの地 棚倉藩地 棚倉藩演 題

13
令和8年

10月24日
土

開催
日時 3：31310月2424日日時

棚倉町立図書館開催
場所

配布開始9月1日 ～火

棚倉町立図書館
棚倉町 企画観光課

配布場所

10：00～15：00
令和8年令

10
令令和和

10月
和和88年年

0月31 10：111日
土

開催
日時 0：00～15：1100月3333 10：11日日時

棚倉城跡「本丸エリア」開催
場所

開催
内容

詳しくはこちら詳しくはこちら

棚倉城棚倉城跡跡「本「本丸丸場所

開催
内容 各種ステージ

イベントや
お城ふわふわ

詳

ジジ

わ
飲食ブース
多数出店！！

９：00～17：00
配布時間

先着100名

棚倉倉町倉町倉 立図書書書館館館館館館館館館書館書書館書書館書場所

配布開始始9月1日 ～火9 1
事前整理券事前整理券


